
令和６年度第２回相談支援従事者研修検討会 検討チーム報告 

チーム名（ 人材育成チーム ） 

メンバー名（藤田、神作、横田、芝、安井） 

 

報告事項 

1 第 1 回検討会以降の取り組み内容・検討事項 

【初任者実習説明会のデモシナリオについて】 

 ・実習では受講生に「一連の流れの中で気付いてもらえると良い」ことを伝えたい 

 ・現任研と初任研では求められているところが異なる 

 ・初任者研修では「傾聴を基本とした SV」は強調していない 

 ・実習対応者が計画内容を指摘したり、事例検討になっているところがあるなど対応者に

よってはばらつきがある 

 ・現任研と初任研の違いについて明確に触れていない 

 ・そもそもにニーズ整理表や 5pics を理解できていない実習対応者や受講生がいる 

 ・デモ動画の出来が良すぎたために実際にイメージが持ちづらかったのではないか 

 ・初任チームが検討している内容とズレがないようにする必要がある 

 ・専門コース別研修でも SV をテーマに研修を行うために実習説明会や専門コース別との

すみ分けをどうしていくか 

⇒初任者研修 SV の趣旨を解説したスライドを入れる 

⇒初任者研修 SV のポイントを伝え、再確認してもらう 

 ・演習で学んだことができているか振り返る場（チェック） 

 ・受講生が本人をどう捉えているかを SV で気づく 

 ・計画等実習課題のブラッシュアップ 

⇒デモシナリオは変えずにバイジー側のレベルを下げる 

 Ex）バイジー側の答えがズレていて、バイザーがフォローして気づく等 

⇒初任チーム及び専門コース別研修チームとも内容のすり合わせが必要 

 

【自治体における好事例紹介について】 

・好事例の定義が曖昧 

・グループワークをする場合にはグループ編成をどのようにしていくか 

・自治体に説明をお願いしている「相談支援体制」について説明文を渡して終わりにして

いる自治体もある 

・自治体として実習に対する考え方にばらつきがある 

⇒今年度は事務局説明の中で特定に自治体名は出さずに取り組み内容を紹介する 

  

資料２  



令和６年度第２回相談支援従事者研修検討会 検討チーム報告 

チーム名（ 内容整理チーム ） 

チームメンバー名（ 美濃口・稲垣・高江洲・蛭川・古橋 ）  

 

報告内容 

１ 第１回検討会以降の取り組み内容・検討事項 

〇私たちが目指す相談支援専門員の姿 Ver.9 

【内容】行政職員で「福祉に関わったことがない人」に、一目で相談支援専門員を理解でき

る資料を加え ver9 として作成する。 

【成果】令和 5 年度に下案を作成。更に修正を加え、案①、②を作成。ver8 の目指すべき

姿、厚生労働省が作成した相談支援事業業務に関する手引き等をセットで配布することを

検討。 

〇補助教材 

【内容】講義動画の動画配信について検討した。 

【対象者】ファシリテーター、受講者 

【成果】・事務局にて令和 5 年演習指導者養成研修の動画を編集。講師陣へ活用の打診。 

・内容整理チームで編集した動画を視聴して意見交換。 

・『目指す姿』『アセスメント』『一問一答によるホワイトボードの活用』『5 ピクチ

ャーズ』『ニーズ整理表』等をキャプチャーして動画アップするか検討。 

・『アセスメント』部分のみ撮り直しを検討。 

〇相談支援従事者研修の新事例 

【成果】『鈴木陽介さん』という新事例を作成し、令和 5 年度初任者研修から変更した。今

回 18 歳の自立訓練利用時に、A 相談支援専門員が計画作成でかかわっていたという設定に

変更。理由としては、作成率も上がりセルフプランでの自立訓練の利用は現実的でないため。

A 相談支援専門員は親とばかり話をして本人不在で事業所変更となったと、意思決定支援

の部分が強調される設定とした。 

 

２ 課題と第３回までの取り組み予定 

〇私たちが目指す相談支援専門員の姿 Ver.9 

本日いただいた意見をもとにブラシュアップ。 

〇補助教材 

今年度の達成目標を定めて 3 回目に報告する。 

〇相談支援従事者研修の新事例 

本日承認が得られれば、現任、初任チームとすり合わせて資料の修正を行ってもらう。 

 

３ 他のチームから意見が欲しいこと 

〇私たちが目指す相談支援専門員の姿 Ver.9…案①、②どちらがよいか。修正点。 

〇相談支援従事者研修の新事例…相談支援専門員の設定について。 



 



 


